
(57)【要約】

【課題】有機ＥＬディスプレイにおいてきわめて高い防

湿シール性を達成する。

【解決手段】囲い壁２１の封止面２２と表示板３の封止

面３１とを接着剤で接着することにより、有機ＥＬ素子

が収容される封止空間４が形成される。封止面２２の中

央部には、突起２２１と一対の溝２２２Ａ，２２２Ｂが

設けられている。封止空間４側の溝２２２ＢにはＵＶ接

着剤９が塗布され、外気８側の溝２２２Ａには低温硬化

型低透湿接着剤または常温硬化型低透湿接着剤１０が塗

布されている。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
２ 枚 の ガ ラ ス 基 板 の 互 い の 封 止 面 を 接 着 剤 に よ っ て 接 合 す る こ と に よ り 封 止 空 間 を 形 成 し
、 こ の 封 止 空 間 内 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 収 容 し た 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 封 止 構 造 に お い て 、
前 記 接 着 剤 を Ｕ Ｖ 接 着 剤 と 低 透 湿 接 着 剤 と に よ っ て 構 成 し 、 こ れ ら Ｕ Ｖ 接 着 剤 と 低 透 湿 接
着 剤 と を 混 合 し な い よ う に Ｕ Ｖ 接 着 剤 を 封 止 空 間 側 に 位 置 付 け 、 低 透 湿 接 着 剤 を 外 気 側 に
位 置 付 け た こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 封 止 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 封 止 構 造 に お い て 、 ２ 枚 の ガ ラ ス 基 板 の い ず れ か
一 方 の 封 止 面 で あ っ て 、 Ｕ Ｖ 接 着 剤 と 低 透 湿 接 着 剤 と の 間 に 溝 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る
有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 封 止 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 封 止 構 造 に お い て 、 ２ 枚 の ガ ラ ス 基 板 の い ず れ か
一 方 の 封 止 面 で あ っ て 、 Ｕ Ｖ 接 着 剤 と 低 透 湿 接 着 剤 と の 間 に 突 起 を 設 け た こ と を 特 徴 と す
る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 封 止 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 封 止 構 造 に お い て 、 溝 ま た は 突 起 か ら 外
気 側 お よ び 封 止 空 間 側 に 向 か っ て 封 止 面 を 傾 斜 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ
レ イ の 封 止 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 各 種 携 帯 機 器 の 表 示 に 採 用 さ れ て い る 有 機 Ｅ Ｌ （ エ レ ク ト ロ ・ ル ミ ネ セ ン ス ）
デ ィ ス プ レ イ の 封 止 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
特 に 携 帯 機 器 に 関 し て は 、 平 面 デ ィ ス プ レ イ 市 場 の 成 長 は 目 覚 ま し い も の が あ り 、 携 帯 電
話 を 筆 頭 と し て Ｐ Ｄ Ａ や ゲ ー ム 機 等 の 製 品 が 市 場 に 導 入 さ れ て い る 。 こ れ ら の 製 品 に 使 わ
れ る 小 型 の 平 面 デ ィ ス プ レ イ は 、 従 来 の 液 晶 に 加 え て 、 有 機 Ｅ Ｌ が 応 答 速 度 、 視 認 性 お よ
び バ ッ ク ラ イ ト を 必 要 と し な い 点 等 多 く の 利 点 を 有 す る た め 、 動 画 表 示 を 必 要 と す る 次 世
代 携 帯 電 話 で は 多 く の 期 待 が 寄 せ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ は 、 き わ め て 薄 い Ｅ Ｌ 素 子 を ガ ラ ス 基 板 上 に 形 成 す る 。 こ の Ｅ Ｌ 素
子 は 、 酸 素 や 水 分 に 対 し て き わ め て 敏 感 に 反 応 し て 劣 化 を 起 こ し や す い の で 、 劣 化 を 防 止
す る た め に 封 止 空 間 を 不 活 性 雰 囲 気 に し 、 さ ら に 封 止 空 間 内 に Ｃ ａ Ｏ 等 の 乾 燥 剤 を 配 置 し
、 Ｏ ２ お よ び Ｈ ２ Ｏ を １ ｐ ｐ ｍ 以 下 に 維 持 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 封 止 構 造 と し て は 、 直 径 が 約 １ ０ μ ｍ の 無 機 粉 末 を １ ０ ～
２ ０ ｖ ％ 混 合 し た Ｕ Ｖ 接 着 剤 を 造 り 、 こ の Ｕ Ｖ 接 着 剤 を 封 止 面 に 塗 布 し た 後 、 ２ 枚 の ガ ラ
ス 基 板 間 を 加 圧 し 、 封 止 間 距 離 を 最 小 値 （ 粉 末 粒 子 径 で あ る 約 １ ０ μ ｍ ） に 保 持 し た 状 態
で Ｕ Ｖ 硬 化 を 行 っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の よ う に 、 ２ 枚 の ガ ラ ス 基 板 の 間 隔 を 最 小 限 に 保 つ こ と は 酸 素 や 水 分 の 侵 入 に 対 し て 有
効 で は あ る が 、 Ｕ Ｖ 接 着 剤 の み で 防 湿 性 を 長 期 間 維 持 す る こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 上 記 し た 従 来 の 問 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 有 機
Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に お い て き わ め て 高 い 防 湿 シ ー ル 性 を 達 成 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 ２ 枚 の ガ ラ ス 基 板 の 互 い の 封 止 面 を
接 着 剤 に よ っ て 接 合 す る こ と に よ り 封 止 空 間 を 形 成 し 、 こ の 封 止 空 間 内 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を
収 容 し た 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 封 止 構 造 に お い て 、 前 記 接 着 剤 を Ｕ Ｖ 接 着 剤 と 低 透 湿 接
着 剤 と に よ っ て 構 成 し 、 こ れ ら Ｕ Ｖ 接 着 剤 と 低 透 湿 接 着 剤 と を 混 合 し な い よ う に Ｕ Ｖ 接 着
剤 を 封 止 空 間 側 に 位 置 付 け 、 低 透 湿 接 着 剤 を 外 気 側 に 位 置 付 け た も の で あ る 。
し た が っ て 、 外 気 側 に 位 置 付 け た 低 透 湿 接 着 剤 に よ っ て 、 封 止 空 間 内 に 酸 素 や 水 分 の 侵 入
が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に お い て 、 ２ 枚 の ガ ラ ス 基 板 の い ず れ
か 一 方 の 封 止 面 で あ っ て 、 Ｕ Ｖ 接 着 剤 と 低 透 湿 接 着 剤 と の 間 に 溝 を 設 け た も の で あ る 。
し た が っ て 、 Ｕ Ｖ 接 着 剤 と 低 透 湿 接 着 剤 と の 混 合 が 溝 で 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に お い て 、 ２ 枚 の ガ ラ ス 基 板 の い ず れ
か 一 方 の 封 止 面 で あ っ て 、 Ｕ Ｖ 接 着 剤 と 低 透 湿 接 着 剤 と の 間 に 突 起 を 設 け た も の で あ る 。
し た が っ て 、 突 起 を 境 界 と し て 、 Ｕ Ｖ 接 着 剤 と 低 透 湿 接 着 剤 と が 混 合 し な い よ う に 分 け ら
れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ２ ま た は ３ に 係 る 発 明 に お い て 、 溝 ま た は 突 起 か ら
外 気 側 お よ び 封 止 空 間 側 に 向 か っ て 互 い の 封 止 面 の 間 隔 を 拡 げ る 。
し た が っ て 、 Ｕ Ｖ 接 着 剤 が 外 気 側 に 移 動 し や す く な り 、 低 透 湿 接 着 剤 が 外 気 側 に 移 動 し や
す く な る 。 ま た 、 外 気 側 に お い て 、 低 透 湿 接 着 剤 の 厚 み が 増 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス
プ レ イ の 断 面 図 、 図 ２ は 図 １ に お け る Ｉ Ｉ 部 の 拡 大 図 で あ っ て 、 同 図 （ ａ ） は 断 面 図 、 同
図 （ ｂ ） は 寸 法 関 係 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
図 １ に 示 す よ う に 、 全 体 を 符 号 １ で 示 す 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ は 、 共 に 透 明 な ガ ラ ス 基 板
に よ っ て 形 成 さ れ た 底 板 ２ と 表 示 板 ３ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
底 板 ２ は 外 周 端 部 に 囲 い 壁 ２ １ が 立 設 さ れ て 断 面 が コ 字 状 に 形 成 さ れ て お り 、 囲 い 壁 ２ １
の 上 端 面 に 形 成 さ れ た 封 止 面 ２ ２ と 、 表 示 板 ３ の 下 面 の 外 周 縁 部 に 形 成 さ れ た 封 止 面 ３ １
と を 、 後 述 す る 接 着 剤 ９ ， １ ０ に よ っ て 接 合 す る こ と に よ り 、 封 止 空 間 ４ が 形 成 さ れ て 外
気 ８ と 遮 断 さ れ る 。 こ の 封 止 空 間 ４ 内 に 収 容 さ れ る よ う に し て 底 板 ２ の 上 面 に は 乾 燥 剤 ５
が 固 着 さ れ 、 表 示 板 ３ の 下 面 に は 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ６ が 実 装 さ れ て い る 。 ７ は 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ６
の 電 極 で あ っ て 、 囲 い 壁 ２ １ の 封 止 面 ２ １ と 表 示 板 ３ の 封 止 面 ３ １ と の 間 に ス パ ッ タ に よ
っ て 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
次 に 、 図 ２ を 用 い て 本 発 明 の 特 徴 で あ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 封 止 構 造 に つ い て 説 明 す
る 。
同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 囲 い 壁 ２ １ の 封 止 面 ２ ２ の 表 面 の 中 央 部 に は 、 断 面 が Ｖ 字 状 に
形 成 さ れ た 突 起 ２ ２ １ が 設 け ら れ 、 こ の 突 起 ２ ２ １ を 挟 む よ う に し て 、 外 気 ８ 側 と 封 止 空
間 ４ 側 と に は 、 断 面 が Ｖ 字 状 に 形 成 さ れ た 一 対 の 溝 ２ ２ ２ Ａ ， ２ ２ ２ Ｂ が 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ れ ら 突 起 ２ ２ １ と 一 対 の 溝 ２ ２ ２ Ａ ， ２ ２ ２ Ｂ と は 、 封 止 面 ２ ２ の 全 周 に わ た っ て 一 連
に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 封 止 面 ２ ２ は 、 こ れ ら 溝 ２ ２ ２ Ａ ， ２ ２ ２ Ｂ か ら 外 気 ８ 側 と 封
止 空 間 ４ 側 に 向 か っ て 、 図 中 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 面 ２ ２ ４ ， ２ ２ ５ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て
い る 。 し た が っ て 、 囲 い 壁 ２ １ の 封 止 面 ２ ２ と 表 示 板 ３ の 封 止 面 ３ １ と の 間 隔 は 、 外 気 ８
側 と 封 止 空 間 ４ 側 に 向 か っ て 漸 次 拡 が る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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互 い に 対 接 す る 封 止 面 ３ １ と 封 止 面 ２ ２ と に は 、 デ ィ ス ペ ン サ （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 傾 斜
面 ２ ２ ５ 上 に Ｕ Ｖ 接 着 剤 ９ が 塗 布 さ れ 、 傾 斜 面 ２ ２ ４ 上 に は １ ０ ０ ℃ 以 下 の 低 温 硬 化 型 低
透 湿 接 着 剤 ま た は 常 温 硬 化 型 低 透 湿 接 着 剤 １ ０ が 塗 布 さ れ る 。 こ の と き 、 Ｕ Ｖ 接 着 剤 ９ と
低 温 硬 化 型 低 透 湿 接 着 剤 ま た は 常 温 硬 化 型 低 透 湿 接 着 剤 １ ０ と の 間 に 、 溝 ２ ２ ２ Ａ ， ２ ２
２ Ｂ と 突 起 ２ ２ １ が 設 け ら れ て い る こ と に よ り 、 両 接 着 剤 ９ ， １ ０ が 混 合 す る よ う な こ と
が な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ れ は 、 Ｕ Ｖ 接 着 剤 ９ が 傾 斜 面 ２ ２ ５ か ら 溝 ２ ２ ２ Ｂ に 流 入 し て も 溝 ２ ２ ２ Ｂ 内 に 滞 留 し
、 か つ 突 起 ２ ２ １ に よ っ て 溝 ２ ２ ２ Ａ と 遮 断 さ れ て い る の で 、 Ｕ Ｖ 接 着 剤 ９ が 溝 ２ ２ ２ Ａ
内 に 流 入 す る よ う な こ と が な い 。 同 様 に 、 低 温 硬 化 型 低 透 湿 接 着 剤 ま た は 常 温 硬 化 型 低 透
湿 接 着 剤 １ ０ が 、 傾 斜 面 ２ ２ ４ か ら 溝 ２ ２ ２ Ａ に 流 入 し て も 溝 ２ ２ ２ Ａ 内 に 滞 留 し 、 か つ
突 起 ２ ２ １ に よ っ て 溝 ２ ２ ２ Ｂ と 遮 断 さ れ て い る の で 、 低 温 硬 化 型 低 透 湿 接 着 剤 ま た は 常
温 硬 化 型 低 透 湿 接 着 剤 １ ０ が 、 溝 ２ ２ ２ Ｂ 内 に 流 入 す る よ う な こ と が な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 傾 斜 面 ２ ２ ４ ， ２ ２ ５ が 設 け ら れ て い る こ と に よ り 、 こ れ ら 傾 斜 面 ２ ２ ４ ， ２ ２ ５
に 塗 布 さ れ た 両 接 着 剤 ９ ， １ ０ は 、 そ れ ぞ れ 互 い に 離 間 す る 方 向 、 す な わ ち 、 封 止 空 間 ４
側 と 外 気 ８ 側 と に そ れ ぞ れ 向 か っ て 移 動 し や す く な っ て い る の で 、 両 接 着 剤 ９ ， １ ０ の 混
合 が 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 状 態 で 、 Ｕ Ｖ 接 着 剤 ９ に Ｕ Ｖ 照 射 を ２ 分 間 行 う こ と に よ り 、 Ｕ Ｖ 接 着 剤 ９ を 固 化 さ せ
て 、 底 板 ２ と 表 示 板 ３ と を 仮 封 止 す る 。 こ の 後 、 ２ ４ 時 間 常 温 に お い て 放 置 す る こ と に よ
り 、 低 温 硬 化 型 低 透 湿 接 着 剤 ま た は 常 温 硬 化 型 低 透 湿 接 着 剤 １ ０ が 硬 化 す る の で 、 封 止 空
間 ４ が 形 成 さ れ る 。 こ の よ う に 形 成 さ れ た 封 止 空 間 ４ は 、 互 い の 封 止 面 ２ ２ ， ３ １ と の 外
気 ８ 側 に 低 透 湿 接 着 剤 １ ０ が 設 け ら れ て い る こ と に よ り 、 外 気 ８ か ら の 酸 素 や 水 分 の 侵 入
が 規 制 さ れ る の で 、 長 期 間 に わ た っ て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ６ の 劣 化 が 防 止 さ れ る 。 本 発 明 の 有 機
Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ を 、 常 温 で ９ ８ ％ の 相 対 湿 度 中 に ３ 箇 月 間 放 置 し た 後 、 封 止 空 間 ４ 内
の Ｏ ２ お よ び Ｈ ２ Ｏ を 測 定 し た 結 果 １ ｐ ｐ ｍ 以 下 に 維 持 さ れ て い る こ と が 実 験 に よ っ て 確
認 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ３ は 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
同 図 （ ａ ） に 示 す も の に お い て は 、 封 止 面 ２ ２ の 中 央 に 溝 ２ ２ ２ が 設 け ら れ 、 溝 ２ ２ ２ の
両 側 に 傾 斜 面 ２ ２ ４ ， ２ ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 両 接 着 剤 ９ ， １ ０ は 傾 斜 面
２ ２ ４ ， ２ ２ ５ に 沿 っ て 互 い に 反 対 方 向 に 移 動 し や す く 、 仮 に 一 部 が 溝 ２ ２ ２ 側 に 移 動 し
た と し て も 、 溝 ２ ２ ２ 内 に 滞 留 し て こ の 溝 ２ ２ ２ を 越 え て 傾 斜 面 ２ ２ ４ ， ２ ２ ５ 側 へ の 移
動 が 規 制 さ れ る の で 、 両 接 着 剤 ９ ， １ ０ の 傾 斜 面 ２ ２ ４ ， ２ ２ ５ 上 で の 混 合 を 規 制 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
同 図 （ ｂ ） に 示 す も の に お い て は 、 封 止 面 ２ ２ の 中 央 に 溝 ２ ２ ２ が 設 け ら れ 、 か つ 封 止 面
２ ２ の 外 気 ８ 側 の 端 部 と 封 止 空 間 ４ 側 の 端 部 に 別 の 溝 ２ ２ ６ Ａ ， ２ ２ ６ Ｂ が 設 け ら れ て い
る 。 こ の よ う に 、 外 気 ８ 側 の 端 部 と 封 止 空 間 ４ 側 の 端 部 に 別 の 溝 ２ ２ ６ Ａ ， ２ ２ ６ Ｂ を 設
け る こ と に よ り 、 傾 斜 面 ２ ２ ４ ， ２ ２ ５ を 設 け る の と 同 じ よ う に 、 両 接 着 剤 ９ ， １ ０ が 封
止 空 間 ４ 側 と 外 気 ８ 側 に 向 か っ て 移 動 し や す い の で 両 接 着 剤 ９ ， １ ０ の 混 合 が 規 制 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
同 図 （ ｃ ） お よ び （ ｄ ） に 示 す も の に は 、 共 に 封 止 面 ２ ２ の 中 央 に 突 起 ２ ２ １ が 設 け ら れ
て お り 、 同 図 （ ｄ ） に お い て は 、 突 起 ２ ２ １ の 両 側 に 傾 斜 面 ２ ２ ４ ， ２ ２ ５ が 設 け ら れ て
い る 。 突 起 ２ ２ １ に よ っ て 両 接 着 剤 ９ ， １ ０ が 互 い に 混 合 す る 方 向 へ の 移 動 が 規 制 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
同 図 （ ｅ ） に 示 す も の に お い て は 、 封 止 面 ２ ２ の 全 体 を 山 形 に 形 成 し た も の で あ っ て 、 封
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止 面 ２ ２ の 両 端 部 に 塗 布 さ れ た 両 接 着 剤 ９ ， １ ０ が 、 封 止 面 ２ ２ 上 に お い て 互 い に 離 間 す
る 方 向 に 移 動 し や す い 構 造 な の で 、 両 接 着 剤 ９ ， １ ０ の 混 合 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
同 図 （ ｆ ） に 示 す も の に お い て は 、 封 止 面 ２ ２ の 中 央 部 に 山 形 状 の 大 凸 部 ２ ２ ６ が 設 け ら
れ 、 封 止 面 ２ ２ の 外 気 ８ 側 の 端 部 と 封 止 空 間 ４ 側 の 端 部 に 、 別 の 山 形 状 の 小 凸 部 ２ ２ ７ Ａ
， ２ ２ ７ Ｂ が 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 大 凸 部 ２ ２ ６ と 小 凸 部 ２ ２ ７ Ａ ， ２ ２ ７ Ｂ と
の 間 に 、 溝 ２ ２ ８ Ａ ， ２ ２ ８ Ｂ が 形 成 さ れ る か ら 、 両 接 着 剤 ９ ， １ ０ は こ れ ら 溝 ２ ２ ８ Ａ
， ２ ２ ８ Ｂ の そ れ ぞ れ に 滞 留 す る の で 、 両 接 着 剤 ９ ， １ ０ の 混 合 が 規 制 さ れ る 。 ま た 、 小
凸 部 ２ ２ ７ Ａ ， ２ ２ ７ Ｂ に よ っ て 、 両 接 着 剤 ９ ， １ ０ が 互 い に 離 間 す る 方 向 に 移 動 し や す
く な る 。 さ ら に 、 大 凸 部 ２ ２ ６ に よ っ て 、 両 接 着 剤 ９ ， １ ０ が 互 い に 混 合 す る 方 向 へ の 移
動 を 遮 断 さ れ る の で 、 両 接 着 剤 ９ ， １ ０ の 混 合 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 実 施 例 】
囲 い 壁 ２ １ の 幅 Ｌ を ３ ｍ ｍ と し 、 溝 ２ ２ ２ Ａ ， ２ ２ ２ Ｂ の 幅 Ｗ を ２ ０ ０ μ ｍ と し 、 溝 ２ ２
２ Ａ ， ２ ２ ２ Ｂ の 深 さ Ｄ を １ ０ ０ μ ｍ と し た 。 ま た 、 両 接 着 剤 ９ ， １ ０ の 塗 布 さ れ る 高 さ
Ｈ を 約 ２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ μ ｍ と し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 底 板 ２ 側 の 封 止 面 ２ ２ に 突 起 ２ ２ １ や 溝 ２ ２ ２ 等 を 設 け た 例 を
示 し た が 、 表 示 板 ３ の 封 止 面 ３ １ に 突 起 ２ ２ １ や 溝 ２ ２ 等 ２ を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 封 止 空 間 内 の 防 湿 性 が き わ め て 高 く な り 、 有 機 Ｅ Ｌ
素 子 の 劣 化 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 Ｕ Ｖ 接 着 剤 と 低 透 湿 接 着 剤 と の 混 合 を 確 実 に 防 止 す
る こ と が で き る 。 ま た 、 外 気 側 に お い て 、 低 透 湿 接 着 剤 の 厚 み が 増 す た め 防 湿 効 果 が 向 上
す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る Ｉ Ｉ 部 の 拡 大 図 で あ っ て 、 同 図 （ ａ ） は 断 面 図 、 同 図 （ ｂ ） は 寸 法
関 係 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 を 示 す 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 、 ２ … 底 板 （ ガ ラ ス 基 板 ） 、 ３ … 表 示 板 （ ガ ラ ス 基 板 ） 、 ４ …
封 止 空 間 、 ５ … 乾 燥 剤 、 ６ … 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 、 ８ … 外 気 、 ９ … Ｕ Ｖ 接 着 剤 、 １ ０ … 低 温 硬 化
型 低 透 湿 接 着 剤 ま た は 常 温 硬 化 型 低 透 湿 接 着 剤 、 ２ ２ ， ３ １ … 封 止 面 、 ２ ２ １ … 突 起 、 ２
２ ２ ， ２ ２ ２ Ａ ， ２ ２ ２ Ｂ ， ２ ２ ６ Ａ ， ２ ２ ６ Ｂ ， ２ ２ ９ Ａ ， ２ ２ ９ Ｂ … 溝 、 ２ ２ ４ ， ２
２ ５ … 傾 斜 面 、 ２ ２ ７ … 大 凸 部 ， ２ ２ ８ Ａ ， ２ ２ ８ Ｂ … 小 凸 部 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(6) JP 2004-79408 A 2004.3.11



フロントページの続き

(72)発明者  石井　芳一
            東京都新宿区西新宿二丁目１番１号　エヌ・ティ・ティ・アドバンステクノロジ株式会社内
(72)発明者  石原　張男
            長野県上田市大手１丁目３番３号　株式会社石原テクノ内
Ｆターム(参考) 3K007 AB13  BB01  DB03  FA02

(7) JP 2004-79408 A 2004.3.11



专利名称(译) 有机EL显示器的密封结构

公开(公告)号 JP2004079408A 公开(公告)日 2004-03-11

申请号 JP2002240353 申请日 2002-08-21

[标]申请(专利权)人(译) NTT先进科技股份有限公司
石原化工技术

申请(专利权)人(译) NTT高级技术公司
石原有限公司化工技术

[标]发明人 村田則夫
石井芳一
石原張男

发明人 村田 則夫
石井 芳一
石原 張男

IPC分类号 H05B33/04 H01L51/50 H05B33/14

FI分类号 H05B33/04 H05B33/14.A

F-TERM分类号 3K007/AB13 3K007/BB01 3K007/DB03 3K007/FA02 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC23 3K107
/DD12 3K107/EE43 3K107/EE55 3K107/FF15

外部链接 Espacenet

摘要(译)

在有机EL显示器中实现了极高的防潮密封性能。 通过用粘合剂将周壁21
的密封面22和显示板3的密封面31粘合，从而形成用于容纳有机EL元件
的密封空间4。 在密封面22的中央设有突起221和一对槽222A，222B。 
在密封空间4侧的槽222B上涂布有UV粘接剂9，在外部空气8侧的槽222A
上涂布有低温固化型低透湿性粘接剂或室温固化型低透湿性粘接剂10。 
[选择图]图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/f91c8f94-422a-4317-8dbc-14430adf3b89
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/032023171/publication/JP2004079408A?q=JP2004079408A

